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表　

彰
（
敬
称
略
）

市長選挙・
市議会議員補欠選挙
立候補予定者説明会

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規

市政の窓

災
害
に
備
え
て

　

異
常
高
温
で
雨
量
の
少

な
か
っ
た
夏
の
反
動
か
？

10
月
の
台
風
発
生
数
は
史

上
最
多
と
い
い
ま
す
。
楽

し
み
に
し
て
い
た
市
民
ゴ

ル
フ
大
会
や
よ
か
っ
ぺ
祭
り
な

ど
、
多
く
の
行
事
が
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
関
東

地
方
を
直
撃
し
た
台
風
26
号
に

よ
り
、
本
市
で
も
住
宅
・
道
路

被
害
が
多
数
発
生
し
、
崖
崩
れ
、

道
路
冠
水
な
ど
数
十
か
所
に
及

び
、
多
額
の
農
産
物
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
が
、
伊
豆
大
島

で
多
数
の
犠
牲
者
の
出
た
惨
状

を
目
に
し
た
時
、
土
石
流
災
害

は
想
定
外
で
あ
っ
た
の
か
と
自

問
自
答
い
た
し
ま
し
た
。

　

災
害
対
策
の
最
重
要
課
題
は

人
的
被
害
の
防
止
で
す
。
迫
り

来
る
自
然
災
害
力
の
分
析
、
地

域
の
地
質
・
形
状
な
ど
十
分
に

把
握
し
対
応
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
私
と
同
じ
立
場
に
な

る
本
部
長
で
あ
る
町
長
の
コ
メ

ン
ト
の
中
で
「
深
夜
の
豪
雨
時

に
避
難
勧
告
発
令
は
難
し
か
っ

た
」
と
の
こ
と
で
す
が
、
火
山

灰
で
覆
わ
れ
て
い
る
島
の
認
識

度
、
台
風
の
勢
力
、
上
陸
の
可

能
性
と
そ
の
日
時
は
事
前
に
知

り
得
て
お
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

公
務
と
は
い
え
、
正
・
副
本
部

長
（
町
長
・
副
町
長
）
が
不
在

だ
っ
た
こ
と
は
悔
い
が
残
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

思
う
に
わ
が
国
は
、
事
前
対

策
・
事
前
避
難
の
動
き
が
遅
く
、

避
難
勧
告
発
令
も
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
抑
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
外
国
で
は
自
然
災
害
で
の

被
害
が
予
想
さ
れ
る
地
域
へ
の

休館日…５日（火）、７日（木）、
　　　　毎週月曜日
祝日開館日…３日（日）、23日（土）
　　　　　　９時～ 17時

避
難
勧
告
や
対
策
は
、
48
時
間

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
地
域
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
特
に

地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
、

「
自
助
」（
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
）、「
共
助
」（
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
）、

「
公
助
」（
市
や
消
防
な
ど
の
取

り
組
み
）
の
一
体
化
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
特
に
、
日
ご

ろ
か
ら
災
害
を
仮
想
し
、
対
応

で
き
る
よ
う
備
え
、
い
ざ
災
害

時
に
適
切
に
行
動
で
き
る
力
を

身
に
付
け
る
よ
う
、
絶
え
ず
心

の
片
隅
に
止
め
て
お
く
こ
と
が

大
事
か
と
思
い
ま
す
。

　

海
水
温
の
異
常
に
よ
り
、
今

月
以
降
も
台
風
の
可
能
性
は
大

で
あ
り
ま
す
。

〝
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
〞

№39

書庫見学会

赤十字活動資金
ご協力ありがとうございました
赤十字活動資金
ご協力ありがとうございました
赤十字活動資金
ご協力ありがとうございました

おはなし会（八日市場図書館）

ドリームキッズ（のさか図書館）

　普段は入ることができない書庫を公開し
ます。本の貸し出しも行います。
日時…11月８日（金）、23日（土）10時～11時
集合場所…八日市場図書館カウンター前
対象…一般

　毎週土曜日　14時から約30分間　
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

　23日（土）10時30分～
問若林☎67－5965

●一般社資 5,010,200円
●法人社資 765,000円
●合　　計 5,775,200円
　ご協力いただいた活動資金は、日本赤十
字社千葉県支部に送金しました。国内外の
赤十字活動に有効活用させていただきます。

問福祉課福祉班☎73－0096

短　　

歌

土
屋　

耕
一 

推
薦

俳　　

句

八
木　

佐
久
司 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

図書館だより

平成25年度日本赤十字社千葉県支部
匝瑳市地区社資募集 実績報告

末
の
孫
一
泊
二
日
の
日
光
路
見
た
こ
と
す
べ
て
細
か
に
記
し
お
り

 

八
日
市
場
イ　

川
手　
　

芳

胎
動
を
覚
え
つ
ひ
た
す
ら
稲
刈
り
し
其
の
子
も
今
や
還
暦
と
な
る

 

平　

木　
　
　

大
木
ヨ
シ
子

炎
天
の
下
に
育
ち
し
冬
瓜
は
秋
立
つ
畑
に
群
れ
て
こ
ろ
が
る

 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

早
朝
の
街
道
職
場
に
急
ぐ
車
我
も
つ
い
つ
い
ス
ピ
ー
ド
出
し
お
り

 

堀　

川　
　
　

山
本　

伸
子

家
の
巡
り
ホ
タ
ル
飛
び
居
し
日
も
あ
り
き
幾
年
な
る
や
家
建
ち
並
ぶ

 

若
潮
町　
　
　

伊
藤
登
美
枝

た
ち
ま
ち
に
庭
木
の
埃
を
払
う
が
に
五
十
ミ
リ
越
ゆ
豪
雨
と
な
り
ぬ

 

亀　

崎　
　
　

青
木　

秀
子

待
ち
て
ゐ
ぬ
返
事
か
と
思
ひ
取
る
受
話
器
薬
の
宣
伝
よ
ど
み
な
く
云
う

 

飯
倉
台　
　
　

多
部
田
佐
智
子

亡
き
媳
の
植
ゑ
し
木
槿
の
咲
き
続
き
遺
せ
る
子
ら
を
見
守
る
如
し

 

栢　

田　
　
　

小
川　

知
至

里
内
の
友
の
二
人
が
逝
き
ま
せ
り
思
ひ
の
深
き
九
月
過
ぎ
ゆ
く

 

野　

手　
　
　

大
木　

政
子

芽
の
出
で
し
ば
か
り
の
大
根
台
風
に
あ
ひ
し
が
双
葉
し
か
と
残
れ
り

 

野　

手　
　
　

伊
橋　

良
子

遠
く
住
む
身
の
ま
た
来
る
と
言
ひ
難
く
父
母
の
墓
に
ひ
た
合
掌
す

 

今　

泉　
　
　

稲
葉　

雪
子

松
籟
の
九
十
九
里
浜
秋
澄
め
り 

八
日
市
場
ハ　

西
野　

棠
雨

長
き
夜
や
鳴
か
ぬ
ま
ま
な
る
鳩
時
計 

八
日
市
場
ハ　

大
川　
　

子

よ
め
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あ
て
先…

あ
て
先…

あ
て
先…

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

力
作

募
集
中

百
観
音
　
　
　
　

吉
田
を
歩
く

匝瑳

探訪
90

吉
田
の
百
観
音

　

市
内
に
は
、
１
８
８
９
（
明
治

22
）
年
４
月
の
合
併
で
誕
生
し
た

新
町
村
が
12
あ
り
、
現
在
地
区
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

飯
高
村
と
吉
田
村
だ
け
が
江
戸
時

代
か
ら
の
村
名
が
そ
の
ま
ま
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
吉
田
村
は
八
日
市

場
村
、
高
村
に
次
い
で
規
模
の
大

き
な
村
で
し
た
。
集
落
は
中
世
か

ら
と
み
ら
れ
る
蒲
野
、
江
川
、
谷
、

住
方
に
加
え
、
江
戸
時
代
初
期
に

成
立
し
た
城
新
田
、
同
末
期
に
で

き
た
新
町
、
そ
し
て
１
９
２
６

（
大
正
15
）
年
の
軽
便
鉄
道
八
日

市
場
〜
多
古
線
開
通
で
停
車
場
が

設
け
ら
れ
、
１
９
４
４
（
昭
和
19
）

年
の
廃
線
後
に
栄
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
を
含
め

７
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

新
田
に
は
、
１
６
３
５
年

ご
ろ
か
ら
60
年
ほ
ど
旗
本

稲
垣
氏
の
陣
屋
（
居
住

地
）
が
置
か
れ
ま
し
た
。

１
７
０
０
年
ご
ろ
か
ら
村

内
は
７
人
の
領
主
に
支
配

さ
れ
て
い
た
た
め
神
社
や

寺
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て

集
落
ご
と
の
ま
と
ま
り
は

強
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

吉
田
地
区
を
歩
く
と
、

紹
介
し
た
い
も
の
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
が
、
今
回

は
「
百
観
音
」
を
取
り
上

げ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

百
観
音
と
は
、
関
東
地

方
の
「
坂
東
三
十
三
観
音
」

と
関
西
地
方
の
「
西
国
三
十
三
観

音
」、
そ
れ
に
「
秩
父
三
十
四
観

音
」
を
合
わ
せ
た
も
の
を
い
い
ま

す
。

　

江
戸
時
代
、
観
音
霊
場
め
ぐ
り

が
容
易
で
な
か
っ
た
た
め
、
１
か

所
に
ま
と
め
て
ご
利
益
を
得
よ
う

と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

吉
田
村
妙
覚
寺
の
裏
山
に
百
観

音
が
ま
つ
ら
れ
た
の
は
１
８
５
６

年
の
こ
と
で
、
同
村
の
大
木
半
左

エ
門
が
大
願
主
と
な
り
、
世
話
人

と
し
て
吉
田
村
３
人
と
篠
本
村
１

人
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。
石
仏
は

高
さ
60
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
一
体
ご

と
に
寄
進
者
の
名
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
細
か
く
見
る
と
、
吉
田
村

は
も
と
よ
り
市
内
で
は
近
隣
の
久

方
、
木
積
、
飯
倉
、
貝
塚
な
ど
と

少
し
離
れ
た
蕪
里
、
東
小
笹
、
今

泉
、
堀
川
な
ど
の
村
む
ら
、
さ
ら

に
現
在
の
橫
芝
光
町
、
多
古
町
、

芝
山
町
、
旭
市
、
香
取
市
に
含
ま

れ
る
江
戸
時
代
の
村
ま
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。
寄
付
者
名
に
は
個
人

で
建
て
た
も
の
、
講
中
、
あ
る
い

は
数
名
で
寄
進
し
た
も
の
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

　

３
年
か
け
て
ま
つ
ら
れ
た
百
観

音
の
何
体
か
が
失
わ
れ
た
の
は
惜

し
ま
れ
ま
す
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

☎
73
・
０
０
８
０

川　　

柳

髙
梨　

果
宝 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

秋
ゆ
く
や
無
名
の
画
家
の
銅
版
画 

春　

海　
　
　

浜
野　

隆
志

分
校
に
勤
務
せ
し
母
式
部
の
実 

若
潮
町　
　
　

石
毛　

浩
子

鳥
渡
る
房
総
の
山
ふ
っ
く
ら
と 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

古
里
に
太
き
川
な
し
鳥
渡
る 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

秋
澄
む
や
大
磨
崖
仏
仰
ぎ
見
る 

飯　

高　
　
　

安
藤　

建
子

鳥
渡
る
巨
き
石
碑
の
兵
等
の
名 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

水
や
り
し
ほ
ほ
づ
き
赤
く
な
り
は
じ
む 

堀　

川　
　
　

高
野　
　

操

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
散
り
て
香
り
を
喪
わ
ず 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

野
分
去
り
生
き
も
の
少
し
静
か
な
り 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

猛
暑
で
も
脱
げ
ぬ
毛
皮
に
ポ
チ
が
鳴
く 

東
小
笹　
　
　

佐
藤
久
美
子

愛
猫
も
毛
ふ
わ
ふ
わ
な
り
冬
支
度 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

愛
娘
良
縁
あ
れ
と
絵
馬
に
書
き 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

支
度
し
た
防
災
品
と
添
い
寝
す
る 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

あ
れ
こ
れ
と
薬
も
共
に
旅
鞄 

八
日
市
場
ホ　

鎌
形
ミ
ツ
エ

婿
殿
の
支
度
結
納
金
で
足
り 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

膝
痛
に
早
々
炬
燵
冬
支
度 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

秋
の
虫
老
い
の
小
耳
に
子
守
唄 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

朝
市
店
た
ま
ご
で
釣
っ
て
客
を
呼
ぶ 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

川
口　

城
司 

推
薦

か
ば
の

ば
ん
ど
う

さ
い
ご
く

じ
ょ
う

じ
ん
や

す
み
か
た

え
が
わ

さ
く

＆
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